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酸性雨と森林被害(II ) 

前回(技術情報NO.77)は現在「酸性雨」といわ

れているものについて発生原因と現実に観測され

ている降水の酸性度などについて説明しました。

ここでは，乙れまで調査が実施されている関東

平野を中心とする「スギの衰退現象Jをとりあげ

ながら， これらの衰退原因が「酸性雨」にあるの

か，また長野県の現状はどのようなものか考えて

みます。

1 関東平野を中心としたスギの衰退現象

関東地方では1970年代からスギの衰退現象が認

められ始め，調査も行われました。乙れはちょう

ど東京等を中心として光化学スモッグ等の大気汚

染が重大な公害問題となった頃といえます。

その後いろんな調査報告がありますが， 乙乙で

は1987年K発表されたもの(1 )を紹介します。

なお最初にお断りしておきたいのは，乙れから

いう「スギJとは「社寺林など規模の小さな平地

林のスギjであり，われわれ林業関係者が一般に

連想する「山地のスギ林」ではない乙とをシッカ

リと頭に入れておいてくださし、。

図-1をみてください。長野市から上田市にか

けての一部に衰退判定基準の被害度「中」とされ

た地域があり，長野県内にもスギの衰退現象が認

められているとしています。

さて次に関東平野一円lと眼を移して下さい。相

模湾岸，東京湾岸から霞ヶ浦を結んだ直線を底辺

とした三角形状に被害地域が存在し，山地側(西

部，北部)の被害域は標高約200m 以下で、あると

とがわかります。

2. スギの衰退と関係の深いもの

(オキシダント:光化学反応で発生したオゾ

ンなど)

乙の地域がなんらかの大気汚染物質の分布と一

致するかという乙とを検討し，図-2のオキシダ

ン卜指数(2) 150以上の地域と似かよったもので

ある乙とが明らかになり，衰退の主因は高濃度の

オキ シダン卜に関係があるのではないかとしてい

ます。 しかしオキ シ夕、ン卜指数150以上であって

も衰退の見られない地域(軽井沢，小諸など)，ま

た150未満でも衰退の認められる地域(栃木県，

茨城県の一部)などがあります。

3. スギの衰退を助長しているらしいもの

(少ない降水量)

この不一致を説明するものとしては暖候期(5 

-9月)の累積降水量の分布(図-3)が当てら

れています。乙の時期の降水量が800mm以下の

地域をオキシダント指数150未満の地域と重ね合

わせると先に一致しなかった栃木，茨城の一部の

衰退地域が拾われ，また 800mm 以上で、軽井沢，

小諸が除かれます。降水量が少ないとオキシダン

卜指数が低くても衰退現象が見られる原因として.

降水量が多りれば植物体，土壌等にとり洗浄効果

を発揮すると考えています。

乙れらの乙とから関東平野を中心とする「スギ

の衰退」は関東平野で生成されたオキシダン卜を

主因とする酸性物質によるものと考えられ，長野

市，上田市周辺の一部におけるスギの衰退は関東

平野で生成された大気汚染物質が，暖候期の大気

循環系により長距離輸送されたのち乙の周辺でガ

ス状で下降停滞する乙とで発生したと言えそうで

す。(一般にいう「酸性雨」とは異なります。)

しかし， 乙の報告では，衰退の発生を山地で、認

めておらず，まだ検討しなければならないことが

多い現状であるため，林野庁では乙れらの衰退を

酸性雨等の被害とはまだ判断していません。なお

県としても酸性雨モニタリング事業などでとうし

た樹木衰退にたいして警戒体制をとっていますか

ら，各地でも十分K注意を払っていていただきた

いと思います。
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図-1 スギ林の被害度の分布(高橋ら)
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図-2 オキシダン卜指数の分布(高橋ら)
(太線内は指数 150以上)
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図-3 曜候期における降雨量の分布 (1979-'83)
(太線内は 800mm未満) (高橋ら)

注:(1)高橋ら:関東・甲信越におけるスギの衰退と大気二次汚染物質の分布， 98回日林論 1987 

(2) 5 -9月のオキシダント(オソンなど ;Ox)の昼間の 1時間が0.06ppmを越えた時間数の合計値

(育林部片倉)
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